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ダムの下で眠る部屋
ー土の採取と集落の人を巡るリサーチBOOKー



　このお部屋の絵は、七ヶ宿ダムの底に沈んだ３つの集落を題材にし、その関連した地域から１８種類の土や炭の
素材で絵を描いています。 
現在は町の象徴でもある七ヶ宿ダムは、今から約30年前に完成しました。このダムは、主に仙台市を中心に仙南地
域の水道水として、または下流地域の洪水被害防止として大きな役割を担っています。ダム建設の話が出てから完
成するまで約20年程の時間を有しました。七ヶ宿町では様々な人々の動きがありましたが、中でもダム建設による
移転当事者の３つの集落「渡瀬宿・原宿・追見宿」に住んでいた人々は、苦渋の決断をしました。ダム建設の話し
合いが始まって、約１0年に渡り徐々に一軒一軒と居住移転をし、今のダムが出来上がりました。 
　 
　この絵の制作にあたって、住居移転先で暮らす人のお宅を訪れ、当時の思い出や今の暮らしについて簡単なイン
タビューをし、その場所で土採取を行いました。その意図は、時代の流れと共に「無くならざるを得なかった故
郷」を持つ人は、新しい地でどんな思いで暮らしているんだろう？という疑問と、当時の状況を知るためでした。 
「故郷が無くなってしまう状況」は災害や戦争などの未曾有の出来事で、様々な人々が経験してきました。その状
況から折り合いを付けて生きてきた先人達がいたからこそ、今の暮らしがあります。そんな人々が生きてきた証を
少しでも記録として残しておく事が目的です。 

採取した土の絵を見ながら、沢山の人の歴史が地層の様に折り重なり、または白石川の源流からダムに流れる水の
様にそこで生きてきた人々の移ろいを感じて頂ければ嬉しいです。

ダムの下で眠る部屋
ー絵の説明ー



ー絵に使用した土の採取MAPー

白石川源流 
鏡清水

湯原宿 
梅津家　 
畑

熊野神社

瀬三原団地 
安藤家　 
畑

瀬三原団地 
今野家　 
軒下

峠田宿 
すみやのくらし 

炭

追見宿 
わたなべ農園 
きのこ畑

追見宿 
二瓶家 
裏山

白石市 
杉原家　 
畑

白石市 
古川家　 
祠の木下

白石市 
佐藤石太郎家　 
炭窯跡

アリヤ山麓 
石太郎さん　 
旧炭窯の灰

ダムの湖畔 
旧追見宿　

ダムの湖畔 
旧渡瀬宿　ダム公園 

旧二瓶家 
自宅跡地

若木神社

川坂稲荷神社

半芸 

ハウス　　

ダムの湖畔 
旧原宿　



ー七ヶ宿町の土の採取を巡るー



白石川源流 
鏡清水

　鏡清水は、白石川源流です。 
この場所は七ヶ宿町でも端の
山形県境にある山深い場所
で、この水が川になってダム湖
に流れていき、やがて宮城県
の県南地域に流れて、生活用
水になります。 
ここから出ている水は、チョ
ロチョロとしていますが、やが
て川になり大きなダムになる
過程は、とても神秘的に感じ
ます。 
小さな流れもチリの積もれば
大きな流れになるのかもしれ
ません。この土は絵の中央部
に使用していて、水・地層の中
心の流れの色にしています。



熊野神社

　熊野神社は、旧渡瀬
宿の神社を移転し、関
宿の街中にあります。
渡瀬宿に建っていた時
代は、秋には例大祭を
行なっていました。前
夜祭として一週間前よ
り渡瀬住民は、鍋・釜
など持ち込んで、煮炊
きして食べました。こ
の時代の七ヶ宿町の集
落は、どこも結束力が
強く、みんなで行事を
楽しむ文化があった様
です。



若木神社

　若木神社は、追見宿
の各場所にあった神社
や祠を、移転に伴い七
ヶ宿町の道の駅近くの
林の中に。追見集落の
神社や小さな祠を一箇
所に集め、立て直しま
した。左側の写真は、
若木神社の敷地内にあ
る山神さまで、木造の
建築は追見からそのま
ま移築されてきたそう
です。



川坂稲荷神社

　川坂稲荷神社は、旧原宿から七ヶ宿町に移転しました。 
移転しても、当初は５月になると旧原宿の人々がそれぞれの移転先から
集まってきて、お祭りを行なっていました。 
当初は沢山の方々が集まっていたお祭りも、当時の中心世代がお亡くな
りになり、世帯交代と共にひっそりとした場所になりつつあります。



ダムの湖畔 
旧渡瀬宿　

　旧道の駅近くのある道を歩き山林を１０分程降りていくと、このダムの辺
りに到着します。七ヶ宿ダムは水質が良質だと有名で、近くで見ても透明度
が高い湖が広がっています。この場所はかつて渡瀬宿があった場所で、全域
が湖に沈みました。かつての面影はもう見当たりませんが、周りを取り囲む
崖には、しっかりと歴史が刻まれています。採取したこのクリーム色の土
は、シルト岩と呼ばれる地層で、非常に滑らかで海底地滑りによる乱流動で
でき上がりました。



ダムの湖畔 
旧追見宿　

　ダムの湖畔にあるこの場所は、元々は旧追見宿がありました。ダム
の辺りまで車で入れるこの場所は、釣り人も利用しやすい場所に位
置しています。そして貴重な土が取れる場所でもあります。 
ここの崖をよく観察すると、緑色の地層がむき出しになっています。 
「グリーンタフ」と呼ばれる地層で、約500万年前の地球のエネルギ
ー活動で、秋田から新潟にかけての断層に見られる地層です。 
この地層は、海底火山の噴火による火山灰が火山活動により熱水で
変質を受け、 熱水変質作用により有色鉱物が、緑泥石という緑色の
鉱物に変わる現象で出来ました。この色は、この地が大昔は海底に
沈んでいた証拠でもあります。 
　 
　かつて海底だったこの場所は、いつしか陸になり人が住み着き、
そしてまたダム建設によって水に沈み、今があります。 
何気なく見ている風景も大きな歴史の積み重ねによってできてい
て、それが偶然の気候の変化や人の営みによって今の風景が作られて
います。



ダムの湖畔 
旧原宿　

　この場所は、ダム湖周辺の旧原宿の辺
りの崖から採取しました。この道路はダ
ム湖の辺り周辺を囲んでいて一周するこ
とができます。ダム工事などの為に出来
たこの道路は、普段はほとんどの住民は
使用していません。土日に釣り客がちら
ほら居る程度ですが、ダム湖をゆっくり
見るスポットなどもある場所です。この
採取した土は、特徴的な薄水色をしてい
ます。これに似た地層が、同じ七ヶ宿町
の稲子宿にもあり、昔は「石鹸土」と呼
ばれていたそうです。



アリヤ山麓 
石太郎さん　 
旧炭窯の灰

　この炭窯の灰は、たまたま発見したエリアでし
た。この近くには縄文遺跡を発掘した大梁川遺跡
跡があり、その発掘跡を探索中にたまたま炭窯跡
を発見しました。 
　大正生まれの佐藤石太郎さんは、16歳から50歳
近くまでの30年間あまりの間、ほとんど専業とし
て炭焼きをやってきました。ダム建設によって白石
市に移転した後、いづれ七ヶ宿町に帰る事が夢だ
った為、町内の山奥に炭焼き小屋を改めて作りま
した。白石市から通って、七ヶ宿町のこの場所で
炭焼きを続けていました。 
　この絵に使用した土は、素灰（すばい）跡から
採取しました。素灰とは、熱い窯から炭を取り出
した際にこの素灰をかぶせ、空気を遮断して消火
します。この素灰が炭の表面について灰白色の炭と
なることから、「白炭」と呼ばれています。ここで
白炭造りが行われていた証でもあります。



ダム公園 
旧二瓶家 
自宅跡地

　この場所は、旧追見宿に住んでいた二瓶家があった場所です。ダムに沈んだ３集落のうち、渡瀬・原は完全に沈んでいますが、
追見だけは公園として今でも残っています。広大な敷地は、外で行うイベント会場やグランドゴルフ場として町内だけでなく様々
な方が利用しています。近くには道の駅もあり、七ヶ宿町の中で人が賑わっている場所でもあります。追見からこの近くに移転し
た二瓶さんに、公園内の自宅跡地を案内してくださいました。ちょうどグランドゴルフ場内の砂地になっている場所の一角に二瓶
家があった様で、遠い記憶を辿りながら案内して下さいました。



ーダムに沈んだ集落の人を巡るー



白石市 
古川家　 
祠の木下

　古川さんは、原宿から白石市に移転をしました。当時は、２
０代後半だったの事。移転の際に父が、自分達の畑にあった祠
も移転先へ一緒に建て直しました。見晴らしが良い白石市の古
川家の庭には、沢山の植物に囲まれた中に、今でもしっかりと
お祀りしています。また左側の写真は、玄関先に飾られてる石
段で、一部は原宿から持ってきたものだそうです。ダムに沈む
前の工事の合間に掘り起こされた石を持ってきたそうです。移
転後に、同じ原出身で白石市に住む奥さんと結婚しました。古
川家に行くと、原宿が蘇っている様な気持ちになりました。



瀬三原団地 
安藤家 
畑

　安藤さんは追見宿に婿養子をして２０代から追見宿で暮らし、
ダム移転の際に七ヶ宿町内にある瀬見原団地に移転しました。当
時は４５歳程で、町役場に勤め、ダム担当でもありました。 
移転地の「瀬見原団地」とは、渡瀬の「瀬」追見の「見」原の
「原」を組み合わせた地名で、ダム建設にあたり、移転を余儀な
くされた方々に向けた団地を行政が新く作った地域の名前です。
40年前当時は安藤家が一番先に家を建てました。当時は誰もい
ない寂しい地域だったそうです。現在は移住者が多く集まり、七
ヶ宿町の中で最も子供が多い活気がある地域になりました。ダム
移転者でここに移転を決めた人は少なかった様ですが、それを現
在の移住者がうまく活用する結果になりました。 
　土を採取した、安藤さんが定年後から始めた畑はとても広く、
野菜だけでなく沢山の花も育て、畑と庭の草むしりを奥さんと共
に作業しています。追見出身の安藤さんの奥さんは「移転しても
同じ七ヶ宿町内だから、そんなに変わらない暮らしができてい
て、静かだから今の場所も気に入っているの」と話して下さいま
した。



湯原宿 
梅津家 
畑 

　半芸ハウスがある湯原宿に住む「梅津さ
ん」は、１７歳の時に追見宿から七ヶ宿町内
の地域に移り住みました。 
父が役場職員だったので（安藤さん）、町内
に残る事となりました。年齢的に、移転から
4ヶ月しか新い地域に住んでおらず、その後す
ぐ就職の為に東京に住む事となります。 
　ダムの話は、子供の頃から当たり前に話が
出ていた事なので、若い年齢だったこともあ
り、ダムの事や移転の事はよくわかっていな
かったと話してくれました。キラキラした未
来を描いていた中の出来事でした。 
その数年後、ご縁があって湯原宿に嫁ぐこと
になり、引き続き七ヶ宿町に住んでいます。 
「東京が一番好きだけど、今住んでいるとこ
ろも暮らしてみたら居心地良いよ」と元気よ
く教えてくれた事が印象的でした。



瀬三原団地 
今野家 
軒下

　今野さんは、移転当時は３０歳程度でした。当時も大工さんの仕事を
し、移転先のご自宅は自分で建てた、とおっしゃていました。子供の頃の
追見は、浅瀬の白石川で川遊びをするのが当たり前でした。当時の七ヶ宿
町では、夏の子供達の定番の遊びは川遊びでした。川と人が身近だったの
かもしれません。まさに、自然豊かな生活を追見では送っていましたが、
生活自体は貧しかったとのことでした。移転することで、経済的には生活
しやすい場所になり、七ヶ宿町全体も時代と共にどんどん文明的になりま
した。取材しながら気になっていた”故郷が無くなる”とは、どんな心情に
なるのか？という点で、今野さんとの話の中で「時間をかけて移動したか
ら、心の整理がつきやすかった」という言葉が印象的でした。 
今野さんは「俺の話を聞くよりもこれを見た方がわかりやすい」と、当時
の資料を何冊か貸して下さいました。その中でも、河北新報で当時特集し
ていたダム移転に係る方々を取材した”去る人、残る人”という連載記事が
とても興味深い資料でした。移転から40年たった今、当時の状況を知る
方々も減る中、生々しくその時に生きた当事者の声を記録しています。 
とても貴重な資料なので、コピーした記事も一緒に展示しています。 
ぜひ、ご高覧ください。



追見宿 
二瓶家 
裏山

　二瓶家は、追見から七ヶ宿町内に移りました。 
移ったこのお家からは、ダム公園がすぐ見えます。二瓶さんの元お宅があ
った追見は、ダムに沈まず公園になったので、ちょうど見える公園の景色
に元々あったお家跡の景色が見えるそうです。 
移転当時は３５歳程で、移動の際に追見集落にある祠や石碑を掘り、若木
神社に移転を行った話などを伺いました。お墓も掘り起こして改めて火葬
をして移動をしたそうです。若木神社が追見があった時は、青年団や子供
達の仕事で男は若木神社・女は秋葉神社のお掃除を行っていた。追見で
は、集落の役割や行事が沢山あったそうです。 
　土を採取したこの場所は、元々は沼地だった場所でした。移転当時に井
戸を掘るのが大変だったそうで、自分達で手彫りで１７Mほど掘りまし
た。家を建てるのにも2年半程かけたそうです。職人さんなどみんなで、お
昼はすぐ近くの川から魚を取り、食べながら作業をした話は、この水が綺
麗なこの地域ならではのエピソードです。 
「何年も経っても思うが、ダム建設は集落のコミュニティーを破壊される
事だ。昔の集落ではみんなで集まって歌を歌ったりしていた。今はそんな
集まりも無くなって、寂しくは感じる。」という言葉が印象的でした。



関宿 
わたなべ農園 
きのこ畑

　渡辺家は、追見宿から瀬見原団地に移りました。 
元々所有していたここの場所は集落から離れた山であった為、水没しないで
すみ、そこに「わたなべ農園」を作りました。ここでは、主にキノコを栽培
し販売しています。その他にもさくらんぼなど沢山の作物を育てています。畑
からはダム公園がすぐ側にあり、その先の山が美しく見える気持ちが良い場
所です。ここが昔、山であった事が想像できません。「昔から知っているこ
の場所に来ると、４０年たった今でも思い出す。」という言葉が印象的でし
た。追見は、集落の結びつきが強く、共同作業がとても多かったとの事でし
た。川にかける橋でさえ、皆で共同作業で何とかしていたそうです。「生活は
厳しかったが、みんな仲が良かった」と教えて頂きました。故郷を離れた
人々がどんな想いだったのだろう？と私は疑問に思っていましたが、様々な人
にインタビューした印象では、みんなサッパリしていると感じました。その疑
問を渡辺さんに率直に伺ったところ「当時はみんな家を出ていく時は泣いて
いた」と教えて頂きました。同じ状況が起きても感じ方やその後の生き方は
それぞれですが、時間と共にその時の感情や言葉は誰しも風化していきます。
そしてそれは目には見えません。しかし、時間と共に変化していく感情や風
景も過去としっかりと繋がって今があるのだと、気づかされました。



白石市 
佐藤家　 
炭窯跡

　佐藤家は、原宿から白石市に移りました。 
佐藤家は”ダム湖に沈んだ山村の知恵～山中七ヶ宿・原集落風土記～”著者　の佐藤石太郎さんの娘さん夫婦が暮らしています。
白石市の丘の上にあるお宅は、広い庭に沢山の植物と猫が出迎えてくれる気持ちが良い場所です。ここの少し奥に祠が見え、そ
こから少し進むと４つ程の小さな山があり、よく見ると古い炭窯だと確認できました。昔、石太郎さんが使用していた釜が、形
を保ってまだ残っていました。佐藤家は、移転してからも様々な人が常に訪ねてくる賑やかなお宅で、ずっと笑いが絶えないお
家でした。「移転してもみんな訪ねて来てくれていたから、寂しくなかった」との事でした。移転した先でも畑を開墾したり炭
焼きをしたりと、やることも山ほどありました。石太郎さんが畑にも炭窯を作っていたので、煙を浴びていた当時中学生だった
お孫さんが学校の先生にタバコを吸ってると疑われたは話など、面白エピソードトークが尽きないお宅です。



白石市 
杉原家 
畑

杉原さんは、追見から白石市に移転しました。その後仕事の為、白石市から七ヶ宿町に通っていました。 
子供の頃の話をお伺いしたところ、冬は毎年福島県から芸を披露する人が一軒一軒訪ね歩いた話や、盆踊りは道路の真ん中でみ
んなで踊った話など。盆の初めの”送り火”は、この辺だと焚き火の様にずっと焚き続けるとの話が印象的でした。一軒一軒に灯
る火の風景は、美しかっただろうな、と想像しました。 
今でも玄関に飾られた、当時住んでいた茅葺き屋根のお家の絵「今でも夢で、昔の家や事を思い出す」という言葉からも、白石
市の中でも、かつての七ヶ宿町の風景を感じる事ができました。



峠田宿 
すみやの暮らし 

炭

　半芸ハウスから車で約５分にある峠田宿の山の中にある 
「すみやのくらし」の佐藤さん。自然豊かな環境の中に炭窯があ
り、炭を使ったお菓子やパンも販売しています。そこで今でも炭
を焼いている佐藤さんは、原集落出身の佐藤石太郎さんから炭焼
きを学びました。なぜ、石太郎さんに弟子入りしようと思ったん
ですか？と質問したところ、「元々山仕事をしたくて、たまたま
佐藤石太郎さんの炭焼きの後継者募集のイベントで知り合った。
目を見た瞬間”ビビビ”ときたんだよね。」と恋に落ちた時の様な
エピソードを話して頂きました。今も現役で炭を年中焼き、山形
や仙台市など様々な場所に卸しているそうです。 
佐藤さんは移住者で、七ヶ宿町出身ではないですが、原集落で受
け継いできた炭焼きをしっかりと継いでいて、貴重な人の一人だ
と思います。この土地の木を焼いた炭は、受け継いだ技術と共に
ここにしっかりと根付いている土着性を感じます。 
炭とは浄化作用がある物質で、水や土を綺麗にしてくれます。ダ
ムに流れつく水の様に、沈んだ土地の浄化を願い使用しました。



　参考図書：「”ふるさと七ヶ宿”七ヶ宿ダム移転者想い出写真集」　　 
　　　　　　　企画発行　建設省東北地方建設局七ヶ宿ダム工事事務所　発行日　昭和57年3月25日 
　　　　　　「ふるさと想い出写真集　編集者　若松仁七郎」 
　　　　　　　発行日　昭和5５年12月25日 
　　　　　　　「ダム下に沈む七ヶ宿街道集落の調査記録」 
　　　　　　　発行所　宮城県文化財保護協会　発行日　昭和56年3月31日 
　　　　　　　「ダム湖に沈んだ山村の知恵～山中七ヶ宿・原集落風土記～」著者　佐藤石太郎　 
　　　　　　　発行日　2005年7月17日

最後に、 

リサーチに協力して来ださった皆様、ありがとうございました。 
また、今回の調査では３集落すべての方々にお会いすることができませんでした。移転が始ま
り約40年経つ現在、なかなか当事者の声を拾う事が困難でした。 
この壁画を機会に、まだリサーチできていない方の話が集まれば嬉しいな、と思っています。


